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【目的】 

αGI のミグリトールは吸収型薬剤であり、小腸上部の K 細胞からの GIP 分泌抑

制作用が認められている。今回、糖尿病を有する透析患者において、αGI のボ

グリボースからミグリトールへ切り替えたのちの、体重・体重増加率・脂質へ

の影響を調査する。 

 

【方法】 

維持透析中の患者 18 名（男性 10 名、女性 8 名）、平均年齢 7.5 歳、平均透析歴

6.2 年の患者で、ボグリボースをミグリトールに変更し、薬剤前後の体重の変化、

中 1 日の体重増加率、TG の変化を調査した。 

 

【結果】 

平均体重は変更前 56.56 ㎏から変更後 8週で 56.3 ㎏と有意差は見られなかった

が、減少傾向であった。体重の平均増加率は変更前が 3.39％、変更後 8 週で

2.97％と有意に減少し（P=0.03）中 1 日での増加目標 3％を達成した。TG は大

きな変化はなかった。 

 

【考察】 

吸収型薬剤のミグリトールは、GIP 抑制作用により、透析患者の中 1 日の体重増

加率を減らす可能性が示唆された。 

 


